しい。 この 点で、 彼等と、 日本の 自然 派の 作家と は、 

ひまじん 

大分ち がふ。 王朝 時代の 小説家 は、 存外、 閑人で ない。 

—— 兎に角、 摂政 藤 原 基 経に 仕へ てゐる 侍の 中に、 某 

と 云 ふ 五位が あった。 これが、 この 話の 主人公で ある。 

はなはだ あが 

五位 は、 風采の 甚 楊らない 男であった。 第一 背が 

低い。 それから 赤 鼻で、 眼 尻が 下って ゐる。 口髭 は 勿 

論 薄い。 頰が、 こけて ゐ るから、 頗が、 人並 はづれ て、 

細く 見える。 唇 は —— 一 々、 数へ 立てて ゐれ ば、 際限 

はない。 我 五位の 外貌 は それ 程、 非凡に、 だらしなく、 

出来 上って ゐ たので ある。 

この 男が、 li: 時、 どうして、 基 経に 仕へ る やうに な 



つたの か、 それ は 誰も 知って ゐ ない。 が、 余程 以前 か 

さ すゐ かん なえな え 

ら、 同じ やうな 色の 褪めた 水 干に、 同じ やうな 萎々 し 

た 烏 &子を かけて、 同じ やうな 役目 を、 飽きずに、 毎 

日、 繰返して ゐる事 だけ は、 確で ある。 その 結果で あ 

らう、 今では、 誰が 見ても、 この 男に 若い 時が あった 

と は 思 はれない。 (五位 は 四十 を 越して ゐ た。) その 代 

り、 生れた 時から、 あの 通リ 寒む さうな 赤 鼻と、 形ば 

す ざく お ほち ちまた かぜ 

かりの 口髭と を、 朱 雀 大路の 衢風 に、 吹かせて ゐ たと 

かみ しも 

云 ふ 気がする。 上 は 主人の 基 経から、 下 は 牛 飼の 童 児 

ことごとく 

まで、 無意識ながら、 悉 さう 信じて 疑 ふ 者がない。 

かう 云 ふ 風采 を 具 へ た 男が、 周囲から 受ける 待遇 は、 



所が、 同僚の 侍た ちになる と、 進んで、 彼を飜 弄し 

ようとした。 年 かさの 同僚が、 彼れ の 振 はない 風 来 を 

材料に して、 古い 洒落 を 聞かせよう とする 如く、 年下 

いは ゆるき ようげん リー J う 

の 同僚 も、 亦 それ を 機会に して、 所謂 興 言 利口の 練習 

をしょう としたから である。 彼等 は、 この 五位の 面前 

で、 その 鼻と 口髭と、 烏帽子と 水 干と を、 品隨 して 飽 

きる 事 を 知らなかった。 それば かりで はない。 彼が 五 

六 年 前に 別れた うけ 唇の 女房と、 その 女房と 関係が あ 

つたと 云 ふ 酒の みの 法師と も、 屢 彼等の 話題に なつ 

た。 

その上、 どうかす ると、 彼等 は 甚 、 性質の 悪い 



やうな 笑顔 をして、 「いけぬ のう、 お 身た ち は。」 と 云 

ふ。 その 顔 を 見、 その 声 を 聞いた 者 は、 誰でも 一時 或 

いぢら しさに 打 たれて しま ふ。 (彼等に いぢめ られる 

の は、 一人、 この 赤 鼻の 五位 だけで はない、 彼等の 知 

ら ない 誰かが —— 多数の 誰かが、 彼の 顔と 声と を 借り 

て、 彼等の 無情 を 責めて ゐ る。) —— さう 云 ふ 気が、 

おぼろ 

朧げ ながら、 彼等の 心に、 一 瞬の 間、 しみこんで 来る 

からで ある。 唯 その 時の 心 もち を、 何時までも 持続け 

る 者 は甚少 い。 その 少ぃ 中の 一 人に、 或 無位の 侍が あ 

たんば 

つた。 これ は 丹 波の 国から 来た 男で、 まだ 柔 かい 口髭 

が、 やっと 鼻の 下に、 生え かかった 位の 青年で ある。 



はふ リか ヘリながら、 上 眼 を 使って、 蔑す む やうに、 

ぢろぢ ろ 五位の 姿 を 見た。 云 はば 侍 所の 別当が 用の 通 

じない 時に、 この 男 を 見る やうな 顔 をして、 見た ので 

ある。 「いらぬ 世話 はや かれた う もない。」 その子 供 は 

一 足下りながら、 高慢な 唇 を 反らせて、 かう 云った。 

「何ぢ や、 この 鼻 赤め が。」 五位 はこの-語が 自分の 顔 を 

打った やうに 感じた。 が、 それ は 悪態をつかれて、 腹 

が 立った からで は 毛頭ない。 云 はなく ともい い 事 を 云 

つて、 恥 を かいた 自分が、 情なくな つたから である。 

彼 は、 きまりが 悪い の を 苦しい 笑顔に 隠しながら、 黙 

つて、 又、 神 泉苑の 方へ 歩き 出した。 後で は、 子供が、 



に過ぎない。 

しかし、 五位が 夢想して ゐた、 「芋 粥に 飽かむ」 事 は、 

存外 容易に 事実と なって 現れた。 その 始終 を 書かう と 

云 ふの が、 芋 粥の 話の 目的な ので ある。 



だい いま ゆる 

或 年の 正月 二日、 基 経の 第に、 所謂 臨時の 客が あつ 

にぐう だいき やう 

た 時の 事で ある。 (臨時の 客 は 二宮の 大 響と 同日に 摂 

かんだちめ 

政 関白 家が、 大臣 以下の 上達部 を 招いて 催す 饗宴で、 

大 響と 別に 変り がない。) 五位 も、 外の 侍た ちに まじつ 



杯 を 重ねて ゐた。 もう 大分 酔が ま はって ゐ るら しい- 

「お気の毒な 事ぢ やの。」 利 仁 は、 五位が 顔 を 挙げたの 

れんびん 

を 見る と、 軽蔑と 憐憫と を 一 つに したやうな 声で、 語 

を 継いだ。 「お望みなら、 利 仁が お 飽かせ 申さう。」 

始終、 いぢ めら れてゐ る 犬 は、 たまに 肉 を 貰っても 

容易に よりつかない。 五位 は、 例の 笑 ふの か、 泣く の 

か、 わからな いやうな 笑顔 をして、 利 仁の 顔と、 空の 

椀と を 等分に 見比べ てゐ た。 

「おいや かな。」 

「 …… 」 

「ど うぢ や。」 



身の ま はり 万端の みすぼらしい 事 夥 しい。 尤も、 馬 

つきげ あしげ 

は 二人とも、 前の は 月 毛、 後の は 蘆 毛の 三 歳 駒で、 道 

を ゆく 物売り や 侍 も、 振 向いて 見る 程の 駿足で ある。 

その後から 又 二人、 馬の 歩みに 遅れまい として 随 いて 

行く の は、 調度 掛と舎 人と に 相違ない。 II これが、 

利 仁と 五位との 一行で ある 事 は、 わざわざ、 ここに 断 

るまで もない 話で あらう。 

冬と は 云 ひながら、 物静に 晴れた 日で、 白けた 河原 

せんくわん ほと リ よもぎ 

の 石の 間、 潺湲 たる 水の 辺 に 立 枯れて ゐる 蓬 の 葉 を、 

ゆする 程の 風 もない。 川に 臨んだ 背の 低い 柳 は、 葉の 

あめ こず， 

ない 枝に 飴の 如く 滑 かな 日の 光り をう けて、 梢に ゐ 



の 人格 を、 疑 ふ 可き ではない。 

抛り 出された 狐 は、 なぞへの 斜面 を、 転げる やうに 

して、 a け 下りる と、 水の 無い 河床の 石の 間 を、 器用 

に、 ぴ よいび よい、 飛び越えて、 今度 は、 向う の 斜面 

へ、 勢よ く、 すぢ かひに 艇け 上った。 艇け 上りながら、 

ふり かへ つて 見る と、 自分 を 手捕りに した 侍の 一行 は、 

まだ 遠い 傾斜の 上に 馬 を 並べて 立って ゐる。 それが 皆、 

指 を 揃へ た 程に、 小さく 見えた。 殊に 入日 を 浴びた、 

月 毛と 蘆 毛と が、 霜 を 含んだ 空気の 中に、 描いた より 

も くっきりと、 浮き 上って ゐる。 

狐 は、 頭 をめ ぐらす と、 又枯 薄の 中 を、 風の やうに 



何でも ござらぬ。」 

五位と 利 仁と が、 こんな 話 をして ゐる 中に、 一 行 は、 

ら -っ ど う 

郎等た ちの 待って ゐる 所へ 来た。 「大儀 ぢ や。」 と、 利 

仁が 声をかける。 蹲踞して ゐた 連中が、 忙しく 立って、 

二人の 馬の 口 を 取る。 急に、 すべてが 陽気に なった。 

「夜前、 稀 有な 事が、 ございま してな。」 

二人が、 馬から 下りて、 敷 皮の 上へ、 腰 を 下す か 下 

ひ はだいろ 

さない 中に、 檜 皮 色の 水 干 を 着た、 白髪の 郎等が、 利 

仁の 前へ 来て、 かう 云った。 「何ぢ や。」 利 仁 は、 郎等 

ささえ ゎリご 

たちの 持って来た 篠枝ゃ 破 籠 を、 五位に も 勧めながら、 

おう やう 

鷹揚に 問 ひかけ た。 



「如何で ござるな。」 郎等の 話 を 聞き 完 ると、 利 仁 は 五 

けもの 

位 を 見て、 得意ら しく 云った。 「利 仁に は、 獣 も 使 は 

れ申 すわ。」 

「何とも 驚き入る 外 は、 ござらぬ のう。」 五位 は、 赤 鼻 

を搔 きながら、 ちょいと、 頭 を 下げて、 それから、 わ 

ざと らしく、 呆れた やうに、 口 を 開いて 見せた。 口髭 

に は、 今 飲んだ 酒が、 滴に なって、 くっついて ゐる。 



やかた ひとま 

その 日の 夜の 事で ある。 五位 は、 利 仁の 館の 一間 2 



切燈 台の 灯 を 眺める ともなく、 眺めながら、 寝つ かれ 

ない 長の 夜 を ま ぢまぢ して、 明して ゐた。 すると、 夕 

方、 此処へ 着く までに、 利 仁 や 利 仁の 従者と、 談笑し 

ながら、 越えて 来た 松 山、 小川、 枯野、 或は、 草、 木 

の 葉、 石、 野火の 煙のに ほひ、 II さう 云 ふ ものが、 

すずめ いろどき 

一 つづつ、 五位の 心に、 浮んで 来た。 殊に、 雀色 時の 

もや たど ながびつ 

靄の 中 を、 やっと、 この 館へ 迪り ついて、 長櫃に 起し 

て ある、 炭火の 赤い 焰を 見た 時の、 ほっとした 心 もち、 

—— それ も、 今 かう して、 寝て ゐ ると、 遠い昔に あつ 

た 事と しか、 思 はれない。 五位 は 綿の 四 五寸も はいつ 

た、 黄い ろい 直垂の 下に、 楽々 と、 足 をのば しながら、 



をつ ぶって、 残りの 半分 を 三分の 一 程 飲み干した。 も 

う 後 は 一 口 も 吸 ひやう がない。 

「何とも、 恭ぅ ござった。 もう 十分 頂戴 致した て。 I 

I いやはや、 何とも 恭ぅ ござった。」 

五位 は、 しどろ もどろ になって、 かう 云った。 余程 

弱った と 見えて、 口髭に も、 鼻の 先に も、 冬と は 思 は 

れ ない 程、 汗が 玉に なって、 垂れて ゐる。 

「これ は 又、 御 少食 ぢゃ。 客人 は、 遠慮 をされ ると 見 

えた ぞ。 それ それ その 方 ども、 何 を 致して 居る。」 

童 児た ち は、 有 仁の 語に つれて、 新な 提の 中から、 

芋 粥 を、 土器に 汲まう とする。 五位 は、 両手 を蠅 でも 



捕りに した、 あの 阪 本の 野 狐であった。 

「狐 も、 芋 粥が 欲し さに、 見参した さうな。 男 ども、 

しゃつ にも、 物 を 食 はせ てっか はせ。」 

ごん か 

利 仁の 命令 は、 言下に 行 はれた。 軒から とび 下りた 

ぁづか 

狐 は、 直に 広 庭で 芋 粥の 馳走に、 与った ので ある。 

五位 は、 芋 粥 を 飲んで ゐる狐 を 眺めながら、 此処へ 

来ない 前の 彼 自身 を、 なつかしく、 心の中で ふり 返つ 

た。 それ は、 多くの 侍た ちに 愚弄され てゐる 彼で ある- 

き やう わらべ 

京 童に さへ 「何ぢ や。 この 鼻 赤め が」 と、 罵られて 

さしぬき 

ゐる 彼で ある。 色の さめた 水 干に、 指貫 をつ けて、 飼 

主の ない 鬆 犬の やうに、 朱 雀 大路 を うろついて 歩く、 



憐む 可き、 孤独な 彼で ある。 しかし、 同時に 又、 芋 粥 

に 飽きたい と 云 ふ 慾 望 を、 唯一 人 大事に 守って ゐた、 

幸福な 彼で ある。 —— 彼 は、 この 上 芋 粥 を 飲まずに す 

むと 云 ふ 安心と 共に、 満面の 汗が 次第に、 鼻の 先から、 

乾いて ゆく の を 感じた。 晴れて はゐて も、 敦賀の 朝 は、 

身にしみる やうに、 風が 寒い。 五位 は 慌てて、 鼻 をお 

しろがね くさめ 

さへ ると 同時に 銀 の提に 向って 大きな 嚏 をした。 

(大正 五 年 八月) 
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